
 

令和７年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 大宮西小学校 ）     学校番号 ０６５                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 明るく元気な子  なかよくする子  かんがえる子  つたえあう子        

目 指 す 学 校 像 自分と共に他の人を大切にする学校【自他共愛】        

          

重 点 目 標 

１ 学びの自律と個別最適化の実現に向けた情報端末の活用と授業改善の推進 
２ 生徒指導、教育相談を充実させ、一人ひとりが安心して過ごせる学校づくりの推進 
３ ３者の連携による交通安全教育・環境教育の充実と地域に開かれた学校運営の推進 
４ 子どもたち一人ひとりが安心・安全に過ごせる学校づくりに向けた更なる教育環境整備の実現 
５ 教職員自らが目指すキャリア形成を実現させ、業務改善を行い、働きやすい職場づくりの実現 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

●現状 

・R6 全国学力・学習状況調査では、国語、算数の結果か

ら、ほぼ全国平均点であり、市の平均よりやや下回っ

ている。 

・R6 さいたま市学習状況調査では、6 年の国語以外、3

年～6 年まで全ての教科で市の平均を下回っている。 

●課題 

・基礎的、基本的な知識や技能が身に付いていないとこ

ろがあり、学校で学習を振り返る機会をつくったり、

練習をする時間を確保したりしていく必要がある。 

・学校以外での学習時間が、市の平均と差があることが

課題であり、大宮西中学校との小中一貫の連携を進め

ていく必要がある。 

・確かな学力の定

着に向けた授業

改善と情報端末

の活用 

 

 

①タブレット端末を活用し、児童の学習への

取組状況・つまずきを確認し、個別最適な

学習ができるようにする。 

②各教科のねらいの達成のために、どのよう

にタブレット端末を活用できるか吟味し、

オクリンクやムーブノート等を積極的に活

用し、児童の表現力向上を図る。 

①学校評価アンケート（児童）の学習の理解に関する

項目で肯定的な回答の割合が昨年以上となったか。 

②学校評価アンケート（児童）のタブレット活用に関

する項目で肯定的な回答の割合が昨年以上となった

か。 

①学校評価アンケート（児童）の学習の理解に関する項目

で肯定的な回答の割合は、90.1%→90.8%（R7）となり、昨

年以上となった。 

②学校評価アンケート（児童）のタブレット活用に関する

項目で肯定的な回答の割合は、92.8%→94.3%（R7）とな

り、昨年以上となった。 

B 

〇タブレット端末の有効活用を含めた授業方法の工

夫・改善を図る。また、ICT活用に偏らず、解決方法

や表現方法の１つとしてより効果的に活用できるよ

うにしていく。 

〇スクールダッシュボードの活用により児童の学習の

つまずきを早期発見し、その子に応じた指導を実践

し、「個別最適な学び」につなげる授業改善を行

う。 

 

・ここ数年、西小学校の生徒の学習

状況調査は、全国平均で市平均を少

し下回るという結果が続いている。

西小学校と地域性が似ていて、数年

かけて学力向上をしている学校の事

例などを調査をしてみるのはいかが

でしょうか？ 

・タブレット端末の活用によって、

自分でスライドを作って人前で話す

機会が増えたので、プレゼンテーシ

ョン力が向上したように思います。

一方で、文字入力する際に自動変換

機能があるため、漢字の定着がしづ

らい懸念もあります。 

 

・「分かる」「で

きる」が実感で

きる学習環境の

整備・授業実践 

①個別最適な学び、協働的な学びの一体的な充実とな

るように、学校課題研修を充実させ、自ら課題意識

をもって取り組む研修を実施する。 

②学習を振り返る時間・場を設定し、「分かる」「で

きる」を実感できる学習環境を整備する。 

③週 2 日、朝の「まなぶくんタイム」（ドリルパーク

等）を確実に実施し、基礎学力を身に付けさせる。 

①学校評価アンケート（教職員）の「児童が主体的に

学ぶ授業を実践することができた」の項目で、肯定

的な回答の割合が昨年以上となったか。 

②学校評価アンケート（保護者）の「家庭学習が計画

的に行われているか」の項目で肯定的な回答の割合

が昨年以上となったか。 

③学校評価アンケート（教職員）の「タブレットを効

果的に活用した学習」の項目で、肯定的な回答の割

合が昨年以上となったか。 

①学校評価アンケート（教職員）の「児童が主体的に学ぶ

授業を実践することができた」の項目で、肯定的な回答

の割合は、86.8%→94.4%（R7）で、昨年以上となった。 

②学校評価アンケート（保護者）の「家庭学習が計画的に

行われているか」の項目で肯定的な回答の割合は、

44.5%→44.7%（R7）で、昨年以上となった。 

③学校評価アンケート（教職員）の「タブレットを効果的

に活用した学習」の項目で、肯定的な回答の割合は、

92.2%→86.1%（R7）で、昨年より下回った 

B 

〇「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な

充実に向けた授業改善を進めていく。今年度の学校

課題研修を発展的に充実させる。 

〇子どもたちが課題や問題を自分で「選択」できるよ

うにし、その解決方法やその表現方法も「選択」で

きる授業を推進していく。（学校課題研修の発展を

させていく。昨年よりの実践力向上） 

〇基礎学力向上のためにも、朝の「まなぶくんタイ

ム」の確実な実施と充実を図って実践していく。 
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●現状 

・R6学校評価（R6年 11月）及び市学習状況調査（生活習

慣調査）で約 90%の児童が「学校生活が楽しい」と回答

している。 

・長期欠席児童や不登校の児童が増加傾向にある。 

●課題 

・長期欠席児童や不登校、教室に入れない児童（Sola る

ーむ利用者）とその保護者の抱える悩みや不安は、多

様化しており、個別に対応していく必要がある。 

 

・子どもたち一人

ひとりが安心で

きる学校生活が

送れるような環

境整備 

①挨拶運動で校長、教職員が率先垂範する。 

②全校朝会での講話、校長室の廊下掲示板を

通して、みんなが安心できる学校になるた

めのコツを伝える。 

③積極的に褒め、自己肯定感を高める実践。 

①学校評価アンケート（児童）の「学校生活は楽しい

ですか」の項目で肯定的な回答の割合が昨年以上と

なったか。 

②校長室の廊下掲示板の資料提示を毎月更新

することができたか。 

①学校評価アンケート（児童）の「学校生活は楽しいです

か」の項目で肯定的な回答の割合は、88.5%→91.2%

（R7）で、昨年以上となった。 

②校長室の廊下掲示板の資料提示は、始業式の式辞や講話

朝会のパワーポイント等を再編集して、毎月掲示するこ

とができた。また、私の好きな星空の見方を毎月発行す

ることができた。 

A 

〇挨拶があふれ、子どもたち全員が楽しく、安心安全

に学校生活を送れるように、教職員、保護者、地域

が連携していく。 

〇子どもたちのよいところを積極的に認める教職員や

保護者、地域となるように、学校だよりや講話朝会

を通して、学校の考えを伝え、広め、協力し合える

ようにしていく。 

 

・学校が楽しいと感じている児童が

多いことが、素晴らしいと思いま

す。 

また、Sola るーむの利用者の向上に

より、不登校児童の減少し、良い結

果がでていると受け止めている。 

・Sola るーむの存在だけでなく雰囲

気が周知されてきて、利用しやすく

なったように感じます。学校に安心

できる場所があるのはありがたいで

す。 

・児童に寄り添う

教育相談体制の

充実 

①心と生活のアンケート、おはようメータ

ー、SOS アンケート等を活用し、子どもの

悩みや不安を早期に察知し面談をする。 

②Solaるーむを保護者に周知し、登校の

不安感を軽減させ、運営体制の確立

を図る。 

①学校評価アンケート（児童）の「困ったこ

とがあったら先生に相談する」の項目で肯

定的な回答の割合が昨年以上となったか。 

①学校評価アンケート（児童）の「困ったことが

あったら先生に相談する」の項目で肯定的な回

答の割合は、72.4%→73.3%（R7）で、昨年以上

となった。 B 

〇心と生活のアンケートや月 1 回の SOS アンケート、

スクールダッシュボードの活用による、児童の SOS

を早期に発見し、生徒指導・教育相談に生かす。 

〇特別支援コーディネーターを中心とした校内体制の

構築と SC、SSW 等の積極的な活用による相談体制づ

くりを行う。 

〇Sola るーむの運営を工夫改善し、教室に入れない児

童の居場所づくりをすすめる。 
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●現状 

・昨年度、学校運営協議会での熟議を重ね、学校、家

庭、地域の３者による自然園の環境整備、通学路の安

全確保の２つについては継続することが決まってい

る。 

●課題 

・３者がそれぞれに取り組むこと、連携を図って取り組

むことについて、具体的な方策を熟議し、形にしてい

く必要がある。取組については、情報発信を行い、周

知していきたい。 

・環境整備・安全

教育を中心とし

た３者協働活動

の推進 

①「潤い自然園」の整備を計画的に進め、

SDGs と関連付け、児童の探求的な学びを実

践できるようにする。 

②通学路の課題に向けたプランに基づき、具

体的な方法を定め、学校と保護者、地域と

協働した取組を始める。 

①「潤い自然園」が、日常的に授業で活用で

きる環境となったか。 

②学校、家庭、地域が協働し、通学路の課題

解決に向けた取組を実施する事ができた

か。 

 

①「潤い自然園」の利用は、生活科や理科、総合的な学習

の時間で積極的に活用されている。湿地になってしまう

部分への懸念があるが、おやじの会（保護者）の協力を

得て。土地改良がおこなわれている最中である。 

②学校、家庭、地域が協働し、引き渡し訓練の際に、保護

者と児童で一緒に帰ってもらい、一斉に通学路点検をす

ることができた。 

B 

〇「潤い自然園」の整備に向けた予算の確保を積極的

に行う。道の整備については今後も拡張をする。 

〇「潤い自然園」の湿地による問題や効果的活用を学

校運営協議会、おやじの会の協力を得て検討する。 

〇保護者・地域の方からの児童の登下校時の歩き方や

地域の交通事情等の様子をうかがう情報交換会を実

施する。 
 

・今年度、潤い自然園の整備が進み

はじめました。児童たちが安心して

利用できるように、引き続き整備を

お願いします。 
・子供たちは、登下校中も保護者だ

けでなく地域の方々によって見守ら

れていることを改めて感じました。

感謝の気持ちをもってほしいと思い

ます。 
 

・開かれた学校づ

くりを目指した

情報発信 

①学校ホームページ、学校だより等の活用に

より、学校の様子、学校運営協議会の取組

等の情報発信をする。 

②ＨＰの運用に向けた教職員研修会を実施す

る。内容の充実を図る。 

①学校評価アンケート（保護者）の開かれた

学校の項目、肯定的な回答の割合が昨年以

上となったか。 

②ＨＰの更新作業を学年で１名以上行うこと

ができるようになったか。 

①学校評価アンケート（保護者）の開かれた学校の項目、

肯定的な回答の割合は、96.6%→96.6%(R7)で、昨年と同

じ結果となった。 

②ＨＰの更新作業を学年で１名以上行うことができるよう

になった。 

B 

〇ＨＰの更新頻度を上げ、最新の情報を早期にアップ

するようにする。学校の様子を積極的に伝える広報

活動を行う。 

〇アプリ「スクリレ」の有効活用を進め、HP に頼りす

ぎず、効果的な連絡手段、ペーパーレス化などを今

後も積極的にすすめていく。 

4 

●現状 

・創立 56 年目を迎え、校舎、設備の老朽化が目立つ。 

・校庭に不要な施設がいくつもあり、要望は出している

が撤去されていない。 

・空き教室が少なく、教科等の備品や消耗品を置く部屋

が少ないので廊下等に置いている現状がある。 

●課題 

・毎回の安全点検の確実な実施と不備箇所報告の流れを

確立 

・Sola るーむの適切な設置場所がない。 

・予算会議を開き、学校予算を目的を明確にして、計画

的に執行をしていく必要がある。 

・安心安全な学校

づくりの推進 

①3者が連携し、学校の環境整備を複数の目で

行い、安心安全な学校をつくる。 

②管理職、用務担当、学校警備員の連携を密

にして、毎日の見回りの際の情報共有をす

る。事務職員と連携し、即対応をする。 

③3者による登下校指導、見守り、情報共有。 

①学校評価アンケート（保護者）の教室各施

設の環境の項目、肯定的な回答の割合が昨

年以上となったか。 

 

①学校評価アンケート（保護者）の教室各施設の

環境の項目、肯定的な回答の割合は、87%→

88.6%（R7）で、昨年以上となった。 
B 

〇管理職、用務担当、学校警備員の連携を密に

して、毎日の見回りの際の情報共有をする。

事務職員と連携し、即対応をする。安心安全

な学校づくりを推進する。 

 

・教室の空調やトイレなど設備が整

っている一方で、階段の淵の保護

材？が所々欠けたり割れていて危な

い所が少し気になりました。 

・災害の際に資料や道具が廊下や階

段を塞がないか心配ありです。先生

方の見回り情報共有、と要望はださ

れている、とのことですが、災害が

いつあるかわからないので、早めの

対応、解消ができることを祈りま

す。 

・学校予算の計画

的で適切な執行 

①学期に 1 回以上、予算会議を開催し、計画

的な予算計画を立てて執行する。 

②安全点検から修繕の優先順位を決めて、安

全優先で確実で素早く修繕を行う。（臨時

予算会議の開催） 

①学期に 1 回以上、予算会議を開催すること

ができたか。 

②学校予算の執行状況を確認したか（学期に 1

回以上） 

①各学期に 1 回以上、予算会議を開催することが

できた。計画的な予算計画を立てることができ

た。 

②学校予算の執行状況を学期に 1 回以上確認し、

計画的な予算執行を行うことができた。 

A 

〇予算会議、予算執行状況確認を定期的

に開催し、複数の目でチェックをし、

教育効果が最大限上がる予算計画、予

算執行を今後も取り組んでいく。 
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●現状 

・学校課題研修では、グループごとの研究で、各教職員

が課題意識をもって、授業改善を目指している。教職

員の研究への取組は大変意欲的である。 

・業務改善に前向きな取り組みをする教職員が多い。 

●課題 

・研修や校務分掌の仕事を通して、各教職員のキャリア

段階に合わせた、指導力と専門性を高めていく必要が

ある。 

・教職員として、キャリア形成をしながら、不祥事防止

のための理解と実践力を身に付けさせていきたい。 

・教職員のキャリ

アアップにつな

げる研修や支援

の充実 

①教職員との人事評価当初面談で、教職員の

キャリア段階と目指すべき教師像を共有

し、具体的な研修計画や目標について共有

し、支援していく。 

②年次研修、学校課題研修、授業公開を通し

て、教職員の学び合う風土の醸成を図る。 

①学校評価アンケート（教職員）の児童が主

体的に学ぶ授業の項目で、肯定的な回答の

割合が昨年以上となったか。 

①学校評価アンケート（教職員）の児童が主体的

に学ぶ授業の項目で、肯定的な回答の割合は、

86.8%→94.4%で、昨年以上となった。 

②教職員の学び合う風土は、自主研修（参加者も

増えてきている）や自主発表名でにチャレンジ

している。 

A 

〇人事評価面談では、コーチングの手法を活用し、教

職員の思いや願いを引き出し、主体的に学校経営方

針を意識した目標や手だての設定ができるように導

いていく。また、研修履歴を活用した対話に基づく

受講奨励を実施する。 

〇各教員チームによる授業改善の研修を充実させ、教

師自ら個別最適で協働的な研修を来年度も継続して

実践する。  

・お忙しい中、授業の準備、家庭の

対応、研修、情報共有、PTA へのご

協力をいつもありがとうございま

す。このような細やかな取り組み

が、子供達の学校生活の充実に直結

しているんだな、と感じでいます。 

・授業参観のたびに先生や教科によ

ってタブレットの取り入れ方や子供

たちの発表の仕方が異なり、とても

興味深く感じます。 

 

・ 業 務 改 善 を 行

い、教職員が笑

顔で働きやすい

職場づくりの推

進 

①業務改善を行い、働きやすく、働き甲斐の

ある職場づくりを行う。 

②教職員事故防止の研修を行い、不祥事防止

の理解と実践力を身に付ける。 

①学校評価アンケート（教職員）の協力協働

の項目で、肯定的な回答の割合が昨年以上

となったか。 

②教職員事故防止の研修を行ったか。 

①学校評価アンケート（教職員）の協力協働の項

目で、肯定的な回答の割合は、94.8%→100%

（R7）で、昨年以上となった。 

②教職員事故防止の研修は、年度はじめや夏季休業

中だくでなく、い教委からの指示伝達事項の際に

わかりやすく、研修を実施することができた。 

A 

〇日課表や授業コマ数、行事の精選、会議の精選をさ

らに進めるなど業務改善を実施し、働きやすく、働

き甲斐のある職場づくりを来年度も積極的にお k な

う。 

〇教職員事故防止の理解と実践力を身につけ、向上さ

せ、児童、保護者、地域の信頼を得るようにする。 

 

地
域
と
と
も
に
あ
る 

学
校
づ
く
り
に
関
す
る
取
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教
職
員
の
キ
䣺
リ
ア
形
成
に 

関
す
る
取
組 

 

教
育
環
境
の
整
備
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関
す
る
取
組 

 

子
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心
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サ
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質
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